
平成 29年度 山口県立大学 教員免許状更新講習 シラバス 

開設講座名 

【選択必修】 

生涯学習社会における学校・家庭・

地域の連携協力のあり方 

担 当 講 師 天野 かおり 

講 習 会 場 
山口県立大学 北キャンパス 

2号館 B202教室 
会場所在地 山口市桜畠 3-2-1 

開 設 日  平成 29年 8月 21日(月) 時 間 数  6時間 受講定員 40人 

募 集 期 間 平成 29年 5月 21日～6月 4日 
履修認定 

時期 
平成 29年 9月 30日まで 

履 修 認 定 

対 象 職 種 
教諭 

主な 

受講対象者 
小・中学校教諭 

受講料等総額 6,000円 
うち受講料

以外の経費 
0円 

【到達目標】 

・生涯学習の理念と、生涯学習社会において学校教育が果たす役割とその意義について論じることができる。 

・OECD による生徒の学習到達度調査（PISA）と国際成人力調査（PIAAC）の結果を踏まえ、生涯学習社会にお

いて求められる資質と能力について論じることができる。 

・「地域とともにある学校」づくりという観点から、学校と家庭、地域のあり方を論じることができる。 

【講習の概要】 

平成 28 年 12 月 21 日に中央教育審議会が取りまとめた答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」を手がかりに、生涯学習社会において学校教育が

果たす役割とその意義について検討を加える。また、OECDによる生徒の学習到達度調査（PISA）と国際成人力

調査（PIAAC）の結果を踏まえ、生涯学習社会において求められる資質と能力について考察を行う。その上で、

「地域とともにある学校」づくりという観点から、学校と家庭、地域のあり方を探究する。 

講習の計画 ： 

（1） 生涯学習の理念と生涯学習社会の構築 

＋教育（education）と 学習（learning） 

＋ペダゴジーとアンドラゴジー 

（2） 生涯学習社会において求められる資質と能力 

＋OECDによる生徒の学習到達度調査（PISA）と国際成人力調査（PIAAC） 

＋成人教育からの示唆：Education more Education 

（3） 「地域とともにある学校」づくり 

＋「開かれた学校」から「地域とともにある学校」へ 

＋コミュニティ・スクールの意義と役割 

（4） 地域の教育力の向上をめざして 

＋ソーシャル・キャピタルという考え方 

＋学校支援地域本部から地域学校協働本部へ 

【評価の方法・評価基準】 

評価の方法 ： 論述試験 

評価基準 ：講義の内容を十分に理解できたことが採点者に伝わるよう、【到達目標】に掲げた 3 点について自

己の考究の成果を述べることができる。 

【テキスト・参考資料】 

テキストとなる参考資料を配布する予定 

【受講者への伝達事項】 

特になし 


